
平成平成2020年度元石川小学校地域防災拠点年度元石川小学校地域防災拠点

防災訓練マニュアル防災訓練マニュアル
日 時： 平成２１年１月２５日（日）８：３０～１３：００頃（一般参加者は９:００～１２：００） （雨天決行）

場 所： 元石川小学校校庭および体育館

主 催： 元石川小学校地域防災拠点運営委員会 （美北・元石川平川・美西保木・元石川愛郷・美南自治会）

共 催： 元石川災害時地域医療救護拠点委員会（青葉区医師会・青葉区歯科医師会・青葉区薬剤師会）

在宅要介護者のための特別避難場所（美しが丘地域ケアプラザ）

協 力： 青葉消防署元石川出張所

青葉消防団第一分団 第一班・第二班

横浜市立元石川小学校

青葉区役所・横浜市水道局

家庭防災員・民生委員・看護師ボランティア

横浜市アマチュア無線非常通信協力会青葉区支部

㈱網代防災設備（横浜市防災器具共同組合員）

参 加： 地域住民

子ども会・老人会・班長会など、各自治会

平成２０年度委員会活動報告
９／ ６ 第一回防災担当者会議
９／３０ 住民向け防災ニュース一号回覧

１０／３０ 住民向け防災ニュース二号回覧
１１／２９ 第二回防災担当者会議
１１／３０ 住民向け防災ニュース三号回覧
１２／２０ 拠点運営委員会

１２／３０ 住民向け防災ニュース四号配布
１／ ９ 防災備蓄庫備品点検
１／２５ 防災訓練

最終版
090119
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０．訓練のコンセプト

美南自治会

平川自治会保木自治会

美北自治会愛郷自治会

2016-2017

2008-2009

2010-20112012-2013

2014-2015
今年度担当自治会

元石川小学校地域防災拠点運営委員会

【自 助 ・ 共 助】
家族を救い、隣人を助け、
周囲の人たちと共に生き抜く力を備えた地域社会 ！！

今年も「自助・共助」をテーマにして、多くの関係組織の方々の協力をいただき、
地域住民の皆様に災害に備えた各家庭での準備を確認していただくと共に、災害に見
舞われた際、地域社会でどのようなことが出来るのか。訓練を通じて考え試行しなが
ら災害に強い街づくりをしていければと考えています。
これから先も、５自治会をはじめ医療関係機関、ケアプラザ、民生委員、家庭防災
員、非常通信関係者、関係行政、地域ボランティアの皆さん、住民の皆様と共に災害
に対する準備を進めていきます。

自助・共助・公助を割合

７対２対１

２

１

７

自 助：各家庭での備えしっかり行ってください。（家族の連絡方法、衣服・食料・水・トイレ）
共 助：近隣との声の掛け合い。（無事を確認！）
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１．実施体制

元石川小学校地域防災拠点運営委員会
金子俊元委員長

安藤・飯島・高柳・甘利副委員長

庶務部
金子進部長

情報処理部
阪口部長

救護部
茅原部長

食料物資部
近藤部長

青葉区役所 福祉保健センター 新井サービス課長
福祉保健課 塩田事業企画係長

青葉消防署元石川出張所 矢野所長
青葉消防団第一分団 松本分団長
飯島第一班長・原第二班長

元石川小学校 新開校長・落合副校長 阪口ＰＴＡ会長

事務局

横浜市アマチュア無線非常通信協力会青葉支部
中村ブロック長

元石川小学校災害時
地域医療救護拠点

入戸野青葉区医師会長

在宅要援護者のための
特別避難場所

小林ケアプラザ所長・石井氏

㈱網代防災設備

青葉区医師会
青葉区歯科医師会
青葉区薬剤師会

美しが丘地域ケアプラザ

市水道局緑・青葉サービスセンター
森係長

家庭防災員

民生委員
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２．訓練プログラム一覧

■元石川小学校防災拠点　防災訓練（平成２１年1月25日）　プログラム
No プログラム ご協力 担当部 目的 実施時間

1 訓練広報（サイレン吹鳴・スピーカー広報） 消防団 住民啓発 8:00

2 訓練本部開設 庶務部ほか スタッフ訓練 8:00～8:30

3 参加者受付 庶務部5名 スタッフ訓練 8:30～9:20

4 学校施設確認 小学校 庶務部1名 スタッフ訓練 9:50～10：20

5 開会式 庶務部2名 住民啓発 9:20～9:50

6 消火器操作訓練 消防団 庶務部2名 住民訓練

7 災害時医療診療所開設訓練 医師会ほか 救護部5名 スタッフ訓練・住民啓発

8 災害時要介護支援訓練 ケアプラザ・民生委員 救護部4名 スタッフ訓練・住民啓発

9 ＡＥＤ救急救命訓練 消防署 救護部2名 スタッフ訓練・住民訓練

10 安否確認シミュレーション訓練 北自治会 情報処理部2名 スタッフ訓練・住民訓練

11 起震車による地震体験訓練 消防署、消防団 家防災3名 住民訓練

12 煙体験訓練 消防署 家防災3名 住民訓練

13 消防車展示・デモ 消防署 住民啓発

14 給水車デモ訓練 水道局 救護部2名 住民啓発

15 非常無線通信訓練 非常通信協力会 情報処理部1名 スタッフ訓練

16 FMラジオによる情報提供 情報処理部2名 住民訓練

17 炊き出し訓練 食料物資部10名 スタッフ訓練・住民訓練

18 救助用エンジンカッター・油圧ジャッキ訓練 消防団 救護部3名 スタッフ訓練・住民啓発

19 防災備蓄庫備品展示説明 食料物資部4名 住民啓発

20 家庭防災用品展示販売 ㈱網代防災設備 食料物資部10名 住民訓練

21 小型ポンプ操法（放水訓練） 消防団 住民啓発 11:40～11：50

22 閉会式 庶務部2名 住民啓発 11:50～12：00

9:50～11:40
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３．現場見取図

防災用品販売

本部安否確認訓練

非常無線訓練
ミニFM局 炊き出し訓練

開会式
要介護支援訓練
ＡＥＤ訓練

消火器訓練

防災備品展示

駐輪場所

機材搬入用
駐車場１

機材搬入用
駐車場２

参加者受付

起震車体験訓練 消防ポンプ車展示

給水車デモ

エンジンカッター
訓練

煙体験訓練

要介護支援訓練
（体育館からケアプラザへ）

消火放水訓練
閉会式

医療救護

当日８：００
現場にて各位置設定
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３．現場見取図（雨天時）

炊き出し訓練開会式
要介護支援訓練
ＡＥＤ訓練
非常無線訓練
ミニFM局
本部設置
防災用品販売

閉会式

消火器訓練

駐輪場所

機材搬入用
駐車場１

機材搬入用
駐車場２

参加者受付

起震車体験訓練

消防ポンプ車展示

給水車デモ

エンジンカッター
訓練

煙体験訓練

中止するプログラム

要介護支援訓練
（校外）

消火放水訓練

医療救護（保健室のみ）

防災備品展示
当日８：００

雨天プログラムを決定
現場にて各位置設定

雨天時は、自由見学
10:50閉会式
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４．全体のタイムテーブル

■防災訓練タイムテーブル
訓練広
報（サ
イレン
吹鳴・
スピー
カー広
報）

本部開
設

参加者
受付
アンケ
回収

学校施
設確認

開会式
消火器
操作訓
練

災害時
医療診
療所開
設訓練

災害時
要介護
支援訓
練

ＡＥＤ救
急救命
訓練

安否確
認シ
ミュレー
ション
訓練

起震車
による
地震体
験訓練

煙体験
訓練

消防車
展示・
デモ

給水車
デモ訓
練

非常無
線通信
訓練

FMラジ
オによ
る情報
提供

炊き出
し訓練

救助用
エンジ
ンカッ
ター・油
圧
ジャッ
キ訓練

防災備
蓄庫備
品展示
説明

家庭防
災用品
展示販
売

消火放
水訓練

閉会式

消防団
庶務部

庶務部 庶務部
庶務部
正副委
員長

庶務部 消防団 救護部 救護部 救護部
情報処理
部

消防団 消防団 消防署 水道局

情報処理
部

非常協力
会

情報処理
部

食料物資
部

消防団
食料物資
部

食料物資
部

消防団 庶務部

～ 8:00
北委員＆庶務部＆事

務局集合

8:00 ～ 9:05 訓練広報

8:00 ～ 8:30 本部等テント設置

8:30 ～
家庭防災備品展示販
売コーナー開始

8:30 ～ 9:30
参加者受付開始
（庶務部）

8:30 ～ 9:20
委員集合
各部準備開始

9:00 ～ 体育館入場開始

9:20 ～ 9:50 開会式

9:50 ～ 11:40 各プログラム

11:40 ～ 12:00 閉会式（放水訓練含む）

12:00 ～ 12:30 カレー提供

12:00 ～ 12:30 各部撤収

12:30 ～ 12:40
全委員打ち合わせ後

解散

12:40 ～ 13:00
撤収終了確認
北委員＆事務局

全体イベント時刻
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４．全体のタイムテーブル

※雨天時は、自由見学

閉会式を10:50開始、11:00終了予定

■防災訓練タイムテーブル 9:50 11:40

消火器操作
訓練

災害時医
療診療所
開設訓練

災害時要
介護支援
訓練

ＡＥＤ救
急救命訓
練

安否確認
シミュレー
ション訓
練

起震車に
よる地震
体験訓練

煙体験訓
練

消防車展
示・デモ

給水車デ
モ訓練

非常無線
通信訓練

FMラジオ
による情
報提供

炊き出し
訓練

救助用エ
ンジンカッ
ター・油圧
ジャッキ訓
練

防災備蓄
庫備品展
示説明

家庭防災
用品展示
販売

希望者参
加

見学 見学
希望者
参加

－
希望者
参加

全員参
加

見学 見学 － －
希望者
参加

見学 見学 参加

1サイクル時間 0:10 0:10 0:10 0:30 - 0:15 0:15 0:10 0:10 0:10 0:10 0:15 2:30

3 1 2 7 6 8 9 4 5 1:50

10:30 9:50 10:00 11:20 11:05 12:00 10:40 10:50

2 8 3 4 9 1 7 6 1:35

10:00 11:15 10:10 10:25 11:25 12:00 9:50 11:05 10:45

5 6 7 4 9 8 3 1 2 1:50

10:35 11:05 11:20 10:25 12:00 10:15 9:50 10:00

3 7 1 2 5 6 4 1:45

10:20 11:05 9:50 10:05 10:45 12:00 10:55 10:30

北自治会コー
ス

プログラム

南自治会コー
ス

保木自治会
コース

平川・愛郷自
治会コース

5

0:05

11:35

10:40

11:35
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○．消防関連 訓練分担

11:50

11:40

9:40

最初

10:05

9:50

10:00

9:50

9:00

8:00

時 間 帯

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

訓練講評

小型ポンプ
消火放水訓練

エンジンカッター/
油圧ジャッキ訓練

消防車・ポンプ車
展示デモ

煙体験訓練

起震車による
地震体験訓練

ＡＥＤ救急救命訓練

水消火器操作訓練

サイレン吹鳴

住民への訓練広報

訓練項目

・講評を所長へ依頼。---◎
◎

(所長対応)
◎12：0010

・2班、原班長の指揮。八木下部長より、消防団活動のアピール。-◎◎---11：509

・ダミー人形貸与調整中、可能な場合は前日17時に元石川出張
所より借用

-◎◎---10.258

・消防団員が、常時待機◎◎◎◎-◎最後7

・消防団は消防署緊急出動時、主役となって複数名（１・2班）に
て対応する。
・実施は5名単位とし、テント内より入退出した人数を確認の上、
次の体験者グループを案内する。
・入室者と退出者に差異が生じた場合は、その都度担当者がテ
ント内に誰もいない事を確認する事。

-◎△--◎11:356

・消防団は消防署緊急出動時、予防課員1名残を考慮し、複数
名（１・2班）補助でアシスト

-△△-
◎

(予防課員1名対応)
◎11:355

・体育館で実施。消防団は消防署緊急出動時、所長1名残を考
慮し、複数名（１・2班）補助でアシスト

△△△◎
◎

(所長対応)
◎11:354

・水消火器5台、コンプレッサー1台及び写真パネルを前日17時
に元石川出張所より借用

-◎◎---11:003

・9時から、数分間、2班器具置き場のサイレン吹鳴（訓練吹鳴）◎◎◎---9:052

・小型ポンプ車で、住民への広報活動を行なう（１班、２班で、地
域分担）

◎◎◎---9:201

有無有無

雨消防署火災等出動雨火災等出動 準備等

消防団消防署

Ｎｏ

担当なし-

補助・アシスト△
凡

例

主役◎

・消防車は訓練中も緊急出動する可能性がある。
・正門内側の配置は消防署緊急出動の妨げにならないようにする。
・正門(東側）付近の警備ポストを追加し、消防署緊急出動の妨げになるものを常時排除する。

・煙体験資材用運搬車両1台分の駐車スペース（西側駐車場か？）を確保する

注意事項
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消防関連担当アイテムリスト

No. アイテム 時 間 帯
消防署 消防団

備 考
晴 雨 晴 雨

1住民への訓練広報 8:00 ～ 9:20 - - ◎ ◎ 小型ポンプ車で、住民への広報活動を行なう（１班、２班で、地域分担）

2サイレン吹鳴 9:00 ～ 9:05 - - ◎ ◎ 9時から、数分間、2班器具置き場のサイレン吹鳴（訓練吹鳴）

3水消火器操作訓練 9:50 ～ 11:00 - - ◎ - 水消火器5台、コンプレッサー1台を、前日元石川出張所から借用。

4AED救急救命訓練 10:00 ～ 11:35 ◎ ◎ △ △ 体育館で実施。消防団は、１名補助でアシスタント

5起震車による地震体験訓練 9:50 ～ 11:35 ◎ - △ - 雨天中止。 消防団は、１名補助でアシスタント

6煙体験訓練 10:05 ～ 11:35 ◎ - △ - 雨天中止。 消防団は、１名補助でアシスタント

7消防車・ポンプ車展示デモ 最初 ～ 最後 ◎ ◎ ◎ ◎ 消防団員が、常時待機

8
エンジンカッター/油圧ジャッ
キ訓練

9:40 ～ 10.25 - - ◎ - マネキン人形を、消防署から借用できないか、ご相談

9消火放水訓練 11:40 ～ 11：50 - - ◎ - 2班、原班長の指揮。八木下部長より、消防団活動のアピール。

10訓練講評 11:50 ～ 12：00 ◎ ◎ - - 講評を所長へ依頼。

◎ ：主役

△ ：補助・アシスタント

- ：担当なし
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５．必要資機材一覧

テント
テーブ
ル

イス

マイク
/ス
ピー
カー

カラー
コーン

ブルー

シート

拡声
器

メガホ
ン

毛布
発電機
電源ﾄﾞﾗﾑ

北自治
会テン
ト

消防団拡声

器

1 訓練広報（サイレン吹鳴・スピーカー広報）

2 本部開設 1 2 12 10 1

3 参加者受付 3

4 学校施設確認

5 開会式 1 1

6 消火器操作訓練 5 1

7 災害時医療診療所開設訓練 1 4 10

8 災害時要介護支援訓練 2 6 1 4

9 ＡＥＤ救急救命訓練

10 安否確認シミュレーション訓練 1

11 起震車による地震体験訓練 1

12 煙体験訓練 1

13 消防車展示・デモ

14 給水車デモ訓練 1

15 非常無線通信訓練 2 10 1

16 FMラジオによる情報提供 1 2

17 炊き出し訓練 2

18 救助用エンジンカッター・油圧ジャッキ訓練 一式

19 防災備蓄庫備品展示説明 2 一式

20 家庭防災用品展示販売 1 2 3

23 消火放水訓練

22 閉会式 1

4 19 43 1 15 2 4 1 4 1 0 0 3

1

その他学校より借用する機材

Ｎｏ． プログラム

備蓄庫の資機材
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５．各プログラム詳細

１．訓練広報

実施体制： 消防団 現場責任：原班長

関係者： 消防署

事前準備： 消防署への届出（消防団原班長より→矢野所長へ連絡）

防災ニュースでの告知、ポスターでの告知

当日準備：

タイムテーブル： ８：００ 準備開始

８：００～９：２０ 車両スピーカー広報

９：００ サイレン吹鳴

内容： ・消防車倉庫１箇所でのサイレン吹鳴

・消防団車両スピーカでの訓練広報

・連絡は無線利用または携帯電話
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５．各プログラム詳細

２．訓練本部開設

実施体制：庶務部4名（金子進庶務部長・倉本兵蔵・黒沼和夫・上野）、ほかスタッフ

関係者：なし

事前準備：プレスリリース（報道機関向け事前ＦＡＸ） 金丸担当

議員関係は事前広報せずに、来場があれば受付順で開会式紹介のみ（挨拶なし）

スタッフ用腕章８０個（昨年作成済み、防災倉庫）

正副委員長用黄色ジャンパー・ヘルメット各５名分（防災倉庫）

本部貼り紙（運営委員会本部、委員受付、来賓・報道受付）

模造紙・マジック（購入）

委員受付確認シート（連絡網）、来賓・報道一覧、ペン

駐車許可票２０

当日準備：テント１、テーブル２、イス１２（学校より）

タイムテーブル： ８：００ 集合、開始

８：３０ 設置完了、委員受付開始

－

１２:００ 閉会式後、撤収開始

内容：本部デスクを設置し、委員受付を開始

各委員に出欠確認し、腕章を渡す（回収も）

本部には、委員長・副委員長、各団体責任者の席を設置

運営委員、外部パートナー、来賓・報道の受付を行う

駐車許可票の管理

椅子椅子

本部 本部ＦＭ 無線

無線

本部テント非常通信・ミニＦＭテント

雨天時は体育館ステージ前
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５．各プログラム詳細

３．参加者受付

実施体制：庶務部５名（小林・福本・浅井・飯島陽子・河野） 現場責任：河野、カレーチケットのお金管理を小林

関係者：なし

事前準備：自治会ごとに記名シート

訓練案内資料＋アンケート用紙３００部

アンケート回収箱、ペン

長期保存カロリーメイト３００名分

カレーチケット（食糧物資部作成）

当日準備：テーブル３（学校）、拡声器（防災備蓄庫）

タイムテーブル： ８：００ 準備開始

８：３０ 一般参加者受付開始

９：１９ 開会式直前、金子進庶務部長に各自治会参加者数を報告

１０：３０ 一般受付を終了

１０：３０～ 帰る方からアンケート回収（引き換えにカロリーメイトを渡す、先着順でなくなり次第終了）

内容： ・参加者には、自治会ごとに苗字と人数だけ記入してもらう

・カレーチケット（１００円）の販売

・体育館前

・正門側に誘導員
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５．各プログラム詳細

４．学校施設確認

実施体制：庶務部１名（金子進部長・黒沼和夫）・正副委員長５名 現場責任：金子部長

関係者：小学校落合副校長

事前準備：学校校舎見取図

当日準備：なし

タイムテーブル： ９：５０～１０：２０ 学校施設の確認

内容：災害時に利用する可能性のある施設・設備について、学校関係者に現場案内してもらう。

発災時の学校職員対応（駆け付け、鍵保管など）について、学校関係者より説明を受ける。

ディジタル防災無線の運用訓練

(参考）

「拠点運営の手引き」に拠ると、

○体育館（避難者を収容）

体育館に収容できない場合、理科室・音楽室・家庭科室・図工室

○図書室（防災拠点の本部・事務局として利用）

○保健室（けが人や病人の救護室として利用）

○第２音楽室（医療介護等必要な被災者が使用）

○視聴覚室（学校教職員の宿泊として使用）
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５．各プログラム詳細

５．開会式

実施体制：庶務部２名（金子進部長・横倉眞） 現場責任：金子部長

関係者：一般参加者・全委員・外部関係者

事前準備：消防署より借用する災害写真パネルを体育館に掲示（ガムテープか）

各自治会 旗（防災備蓄庫）

当日準備：テーブル１（学校）

マイク（学校）

タイムテーブル： ９：１０ 会場内で広報（拡声器、ＦＭ放送にて）

９：１５ 登壇者集合確認

（区役所、消防署、医師会、歯科医師会、薬剤師会、ケアプラザ、消防団、小学校、無線協力会、網代防災）

２０ 開式 （司会 金子進庶務部長）

２１ 運営委員長挨拶 （金子委員長）

２３ 地域医療救護拠点について （入戸野医師会長）

２８ 地域要介護支援拠点について （小林所長）

３３ 副委員長、協力団体、来賓の紹介 （司会）

４３ 当日参加人員・安否確認報告について （金子庶務部長）

４４ 訓練開始宣言 （金子委員長）

４５ 訓練見学方法の案内へ （阪口情報処理部長）

内容： ・自治会ごとに、座ってもらう
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５．各プログラム詳細

一般参加者向け参加ツアー案内

実施体制：情報処理部９名 現場責任：阪口部長

北：金子保久・倉本文江・川村 平川と愛郷：黒沼利三・中井・後藤

保木：杉山・根本・青木・近藤孝 南：飯塚・若松・小澤・（金丸）

事前準備：

当日準備：なし（開会式のテーブル・マイクをそのまま利用）

タイムテーブル：開会式に続いて実施

内容：・阪口部長より内容説明

①要支援者搬送訓練の参加者を募る（ツアーとは別行動）

・概略説明し、参加希望者各８名を募り、２回分（10:00開始と10:30開始）を割り当てる

・ケアプラザ主導で、拠点から車椅子搬送車両に乗り込み、ケアプラ他施設見学し、拠点へ戻る

・（要援護者役２名、車椅子搬送者４名、誘導２名）が２回

②受付時のカレーチケットとアンケート回収の確認
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５．各プログラム詳細

６．消火器操作訓練

実施体制：消防団１名（１）、庶務部２名（倉本兵蔵・五十嵐） 現場責任：消防団

関係者：なし（当日消防署から応援なし予定）

事前準備：水消火器５台とコンプレッサーを元石川出張所へ借りにいく（消防団） 1115借用確認済み

標的用のカラーコーン５つ（学校より借用）

当日準備：消火器と標的を校庭に準備

拡声器（防災備蓄庫）

場所：校庭指定エリア

雨天時は中止

タイムテーブル： ～９：５０ 消防団・庶務部集合し、当日作業の打ち合わせ。消火器の使い方を確認

１０：００ 第一回目（保木） 一般参加者参加で、消火器訓練開始

消火器の取扱い説明、参加者が順番に水消火器で訓練

１０：２０頃 第二回目（北）

１１：００ 終了、撤収
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５．各プログラム詳細

７．災害時診療所開設訓練

実施体制： 医師会、歯科医師会、薬剤師会、救護部５名（茅原・鶴田・柳井・小笠原・横山） 現場責任：医師会・上野

関 係 者： 医師会・薬剤師会・歯科医師会

青葉区看護師ボランティア（エリア内2名）
場 所： 保健室、外保健室隣テント

事前準備： ・医師会所有の説明パネル借用、パンフレット準備

・保健室及び、保険準備室の鍵（学校に使用確認）

当日準備： 保健室・準備室の医薬品・器材
展示説明用のパネル・パンフレット等： 医師会にて準備
テント（学校）

目 的： ・元石川地域の開業医・居住医の先生方が、医療拠点に駆けつけて実際に医療行為を実施できるようにする訓練
・住民に医療拠点をPR。特にトリアージなど地域理解が必要な項目について広報する。

・訓練の中から、元石川医療拠点での課題の抽出を行い平時に解決して発災時に備える
・薬剤師会による医療拠点物品（保健室）点検

内 容： ・保健室及び医薬品等保管室にて医師、歯科医師、薬剤師、看護師の方々が実際の医療救護拠点の運営を想定した配
置を確認する。
・医療拠点の展示パネルを見学者にみてもらい、質問回答を実施する。
・災害時医療のパンフレット等があれば配布し、災害時における医療について理解してもらうと共に協力を促す。
・防災拠点としては、先生方に集まって診察をしていただくには、場所、水、資材、人手などの手当が必要であると考えて

おり、平時に先生方のご意見をディスカッションも同時に実施しつつ、臨時診療所設立のケーススタディをしたい。

タイムテーブル：
8:30～9:15 資材搬入・準備（看板、パネル、配布物等） 保健室前
9:00 3師会メンバ集合
9:20～9:50 開会式
9:50～ 参集していただいた先生方に災害時医療について説明していただくと共に、パンフレットなど配布。

提示時間内で先生方に、医療拠点の運営についての求められるものを議論していただくようにする。
10:30及び11:15～10分間 ローテーションで参加者が回ってきますので、住民への説明を実施します。
11:30 終了、撤収
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５．各プログラム詳細

８．災害時要介護支援訓練

実施体制： ケアプラザ、民生委員、救護部４名（小野辺・黒沼光一・宮本・大槻） 現場責任：小林所長

関 係 者： 美しが丘地域ケアプラザ職員（訓練解説者１名、車椅子指導者1名、搬送指導者1名他）

一部地域住民希望者（要援護者役２名、車椅子搬送者４名、誘導2名）×2回

非常無線協力会（１名）

場 所： 体育館入口側、ケアプラザまでの公道、他２ヶ所施設までの公道

事前準備： 要介護者支援説明看板、説明配布物

当日準備： 机２、椅子６、毛布４（防災備蓄庫） 、車椅子４台（ケアプラザ）、メガホン１（防災備蓄庫）、搬送車両２台（ケアプラザ）

タイムテーブル： 第一回目 １０：００ 車椅子操作についての説明

１０：１０ 要介護者を特別避難場所への搬送開始

１０：２０ 特別避難場所（ケアプラザ）にて防災備蓄品の見学

１０：２５ 車椅子送迎車両へ乗車（乗車後、エリア内他の特別避難場所へ行き場所確認）

１０：４５ 元小到着

第二回目 １０：３０ 車椅子操作についての説明

１０：４０ 要介護者を特別避難場所への搬送開始

１０：５０ 特別避難場所（ケアプラザ）にて防災備蓄品の見学

１０：５５ 車椅子送迎車両へ乗車（乗車後、エリア内他の特別避難場所へ行き場所確認）

１１：１５～２５ 元小到着、全訓練終了

内 容： ・地域防災拠点から特別避難場所への安全な搬送を学ぶ（車椅子の操作方法）

・特別避難場所の備蓄品について理解する

・エリア内の特別避難場所の地理的場所を理解する
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５．各プログラム詳細

９．ＡＥＤ救急救命訓練

実施体制： 消防署、消防団１名、救護部２名（大久保・河戸） 現場責任：消防署

関係者： 消防署

事前準備： なし

当日準備： 拡声器（消防団備品） 、ＡＥＤ訓練一式、説明配布資料

実施場所： 体育館

タイムテーブル：
～９：２０ 機材搬入、設置

１０：００～１０：３０ 第一回目（南）実施
１０：３５～１１：０５ 第二回目（平川・愛郷）実施
１１：０５～１１：３５ 第三回目（北）実施
１２:００ 閉会式後、撤収開始

内 容： ・一般参加者向け

実施体制： 情報処理部阪口部長 現場責任：阪口部長

関係者： 北自治会班長

事前準備： 安否確認表

当日準備：

実施場所： 北自治会該当ブロック

タイムテーブル：
９：００～９：２０ 実施

内 容： ・北自治会ブロックにおいて、安否確認シミュレーションを実施
・各班長がエリア内の家庭から安否確認表を回収し、本部へ報告
・開会式へ報告

１０．安否確認シミュレーション訓練
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５．各プログラム詳細

１１．起震車による地震体験訓練

実施体制： 消防署、消防団1名、家庭防災員３名 現場責任：消防署

関係者： 消防署

事前準備： 消防署事前確認済み

当日準備： 車両設置、拡声器（消防団備品）

実施場所： 校庭の指定エリア

雨天時は中止

タイムテーブル：
～ ８：３０ 搬入設置

９：５０ ～１０：０５ 第一回目（北） １サイクル5人体験。希望者を募り時間内で実施
１０：１０～１０：２５ 第二回目（保木）

１０：２５～１１：０５ 機器休憩
１１：０５～１１：２０ 第三四回目（平川・愛郷）
１１：２０～１１：３５ 第四回目（南）

機器休憩時間を適宜入れる
１１：３０ 終了
１２:００ 閉会式後、撤収開始

内 容： ・ 実施と説明は消防署担当

・希望者のみ、各ツアー時間が来たら終了

・スタッフにて、希望者の整列と誘導
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５．各プログラム詳細

１２．煙体験訓練
実施体制： 消防署、消防団（１）、家庭防災員３名 現場責任：消防署

関係者： 消防署

事前準備： 消防署事前確認済み

当日準備： 機材設置、拡声器（消防団備品）

実施場所： 校庭の指定エリア 雨天時中止

タイムテーブル：
～９：００ 機材設置

１０：０５ ～１０：２０ 第一回目（北） １サイクル5人体験。希望者を募り時間内で実施。
１０：２５～１０：４０ 第二回目（保木）

１１：０５～１１：２０ 第三回目（南）
１１：２０～１１：３５ 第四回目（平川・愛郷）
１１：２０～１１：３５ 第五回目（南）
１２:００ 閉会式後、撤収開始

内 容： ・ 説明実施は消防署担当

・ 全員体験 ・スタッフが整列、誘導

１３．消防車（ポンプ車）展示・デモ

実施体制： 消防署 現場責任：消防署

当日準備： 消防署事前確認済み

実施場所： 正門近くの校庭（最も出動しやすいところ）

雨天時中止

タイムテーブル： ～ １０：３０ 設置
自由見学 適宜説明 適宜撤収

内 容： ・ 時間内に子どもなど、自由見学 ・ 消防団ポンプ車も並列して展示
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５．各プログラム詳細

１４．給水車デモ訓練

実施体制： 水道局、救護部２名（竹谷・斉藤） 現場責任：救護部

関係者： 横浜市水道局緑・青葉地域サービスセンター

事前準備： 水道局との最終確認済み

当日準備： 拡声器

実施場所： 校庭の指定エリア

雨天時は西門付近

タイムテーブル：
～ ９：００ 設置

１０：２５ ～１０：３５ 第一回目デモ（平川・愛郷）
１０：４５～１０：５５ 第二回目デモ（北）
１１：０５～１１：１５ 第三回目デモ（南）
１１：２０～１１：３０ 第四回目デモ（保木）
１２:００ 閉会式後、撤収開始

内 容： ・２ｔトラックに給水タンク設置した車両を展示

・水道局担当による災害時の給水配水体制について、一般参加者へ説明

・災害備蓄用水の販売受付
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５．各プログラム詳細

１５．非常無線通信訓練

実施体制： 非常通信協力会（１０名）、現場責任：中村（協力会）

関 係 者：

事前準備： ・通信機材（無線機、アンテナ、エンジン、バッテリー等）
・説明看板、電文記録用紙一式、地図、業務日誌、免許等(各自）

当日準備： ・無線設備設営（アンテナ、電源等）、本部通信デスク用机2台、イス（６名分）

・発電機（防災備蓄庫）

実施場所：本部テント横通信卓、拠点区域内公園・施設等医療救護訓練会場、要介護者支援訓練会場、美しが丘ケアプラザ

内 容： 訓練Ａ：拠点区域内の公園・施設等と拠点本部間の通信伝送路確保確認訓練
訓練Ｂ：要介護者支援訓練における要介護者搬送確認連絡訓練
訓練Ｃ：エリアパトロール連絡訓練（ツアーの実施状況を確認）
訓練Ｄ：静止画伝送活用訓練
その他：アマチュア無線相談コーナー

タイムテーブル：
８：００ 資機材確認、エンジン等搬出、担当者打ち合わせ
９：２０ 開会式参加
９：５０ 訓練Ａ実施：青葉区役所、青葉区内地域防災拠点間の通信訓練。実施結果を拠点本部に報告

訓練Ｂ実施：要介護支援エリア(訓練)に配置の通信スタッフ→ケアプラザ
訓練Ｃ実施：拠点スタッフと共に各訓練会場、および周辺の防犯パトロールを実施。
状況を本部通信卓経由で拠点本部に報告

訓練Ｄ実施：美しが丘西エリアから、SSTVに画像を伝送できることを確認
１１：３０ 終了
１２:００ 閉会式後、撤収開始

本部通信卓

元石川拠点本部
情報処理部

情報連絡部スタッフにより
電文票を伝達

医療･介護
訓練会場

近隣防災拠点

拠点区域内
避難場所

パトロール

医療機関(想定)
医師会館

ケアプラザ

拠点本部
（庶務部）報告

指示

椅子椅子

本部 本部ＦＭ 無線

無線

本部テント非常通信・ミニＦＭテント
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５．各プログラム詳細

１６．住民向け情報提供訓練（ＦＭラジオによる情報提供訓練）

実施体制： 現場責任：上野

関係者： DJ、上野（事務局）

事前準備： ・ミニFM放送局開設機材準備（上野）
・説明看板、訓練スケジュール一覧

当日準備：・FM放送設備設営（アンテナ、電源等）、机１台、イス９、確認用FMラジオ４台（学校・スタッフより借用）
マイク2本：美南自治会館より借用

実施場所：・本部テント横通信卓 （雨天時は体育館）

内 容： ・周波数 ８８MHｚ付近のFM放送周波数帯にて、電波法令等に抵触しない微弱電波にて運用。
・具体的放送内容
・避難者への被災状況、安否情報、食料・飲料等の配布情報の提供
・避難所の施設活用状況等を情報提供
・地震等の詳細（震源地、規模情報など）の提供
・行政機関等の対応状況の提供
・避難者に安心感を与える音楽等の放送
・拠点運営委員・事務局、関係者、ボランティアへの指示する手段としての活用。
・ライフライン等の被災・復旧情報を提供
・災害用伝言ダイヤル１７１の利用方法の提供
・被災者の中からのボランティア募集についての放送 等

タイムテーブル：
８：００ 資機材確認、放送準備
８：５０ 放送開始・運営スタッフ等放送受信訓練

この間、音楽と準備状況の放送、発信地と放送の目的を放送
９：００ 開会式の内容を放送、その後、随時、拠点内の状況を放送（訓練内容等）
１１：３０ 訓練終了。放送は継続、閉会式等も放送
１２：００ 閉会式後、撤収開始
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５．各プログラム詳細

１７．炊き出し訓練
実施体制：食料物資部１０名（近藤食料物資部長･森下・青山・田中・根上・押尾・佐藤・三枝・井上善吉・齋藤）、 事務局（溝端）

現場責任：近藤部長

関係者：なし

事前準備：米30kg、レトルトカレー300食分、大なべ（レトルト暖め用、学校）、ガスレンジ（学校用務員室のもの使用）

お玉（学校）、しゃもじ（食糧物資部各人持ち寄り？）

カレー皿（ふた付）、スプーン、持ち帰り用ビニール袋、

ご飯一次保管用発泡スチロール箱、厚手大型ポリ袋（発泡スチロール箱中敷用）、保管用段ボール箱、

ガソリン、灯油の備蓄量把握および必要量調達。

炊き出し機材事前動作チェック、操作方法確認。

引換券作製、

当日準備：炊き出し機材設置、炊き出し準備。机２個設置。

実施場所：校庭 正門側昇降口前あたり （雨天時は、西門側昇降口前あたり）

タイムテーブル： ８：００ 炊き出し機材設置

８：３０ 炊き出し開始１０ｋｇ（１００食分）ずつ。

販売数量に応じて実施。（１回約１時間、最大３回）

炊き上がったら一旦発泡スチロールの箱に移し、カレー皿に盛り付けふたをして保管。

１１：００ カレーレトルト暖め開始

１１：３０ カレー盛り付け

１２：００ カレー販売（引換券）

内容： ・カレーとご飯炊き出し

・カレーの販売
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５．各プログラム詳細

１８．救助用エンジンカッター/油圧ジャッキ訓練

実施体制： 消防団２名、救護部３名（井上・安藤・金子和夫） 現場責任：消防団

関係者：

事前準備： 資機材庫内のカッター、手袋等の確認、カット用鉄パイプ調達、油圧ジャッキデモ用すのこ（学校）

当日準備：

実施場所： 校庭の指定エリア

雨天時中止

タイムテーブル：
～９：００ 資機材搬出 指定位置に移動、部品確認、スタッフ打ち合わせ

９：４０～１１：３０ 持続的に実施
途中
９：５０～１０：００ 見学①（保木）
１０：１５～１０：２５ 見学②（平川・愛郷）
１２：００～ 閉会式後、撤収開始

内 容： ・一般参加者は見学のみ

・スタッフ訓練

・見学では、スタッフが開設
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５．各プログラム詳細

１９．防災備蓄庫備品展示説明

実施体制： 食糧物資部３名（菅原・大久保元一）、事務局（佐藤） 現場責任：大久保政一

関係者：なし

事前準備：防災備蓄庫備蓄品、備品確認

備蓄品・備品の名称・数量プレート（紙）

前日に展示する備品機材を指定し、当日担当へ伝える

当日準備：備蓄品、備品の展示（ブルーシート上に備蓄品を並べる）、テントなし

佐藤が説明

実施場所：校庭 （雨天時は備蓄庫を開放、ライト設置、入り口にテント）

タイムテーブル：

８：３０～ ９：００ 防災備蓄庫の備蓄品、備品の搬出と展示

９：５０～１０：００ 第一回目見学

１０：４０～１０：５０ 第二回目見学

１０：５５～１１：０５ 第三回目見学

１１：０５～１１：１５ 第四回目見学

１２：００～ 閉会式後、撤収開始

内容：防災備蓄庫の備蓄品、備品を知ってもらう。 また、備蓄庫内の備蓄量を紹介。家庭での備蓄の奨励。
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５．各プログラム詳細

２０．家庭防災用品展示販売

実施体制： 食糧物資部2名（倉本器征・倉本力） 現場責任：網代防災設備

関係者： 株式会社網代防災設備

事前準備： なし

当日準備： テント１（学校の大きいもの）・テーブル２・イス３（学校より）

実施場所： 正門側の校庭（車両は正門より搬入）

（雨天時は、体育館）

タイムテーブル： ～８：３０ 搬入終了

机、いすは食糧物資部が設置（テントはスタッフ全員で設置）

９：３０～ 各ツアー 約２０分
１３：００頃 終了（閉会式終了後60分）、撤収

内容： ・家庭防災用品の展示・販売、購入申し込み受付

・簡易トイレ機材など、当日現金販売も実施
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５．各プログラム詳細

２１．消火放水訓練

実施体制： 消防団 現場責任：原班長

関係者：

事前準備： 消防団調整済み

当日準備：
実施場所： プレハブ横～奥

タイムテーブル：
～ ８：００頃 実施場所の現場確認、準備

１１：４０～１１：５０ 実施（閉会式直前）
１２:００～ 終了後撤収

内 容： ・ 閉会式直前に参加者スタッフ集合した形で見学
・ 消防団から、住民向けに日頃の活動内容説明（八木下部長）
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５．各プログラム詳細

２２．閉会式

実施体制：庶務部２名（金子進部長・佐々木） 現場責任：金子部長

関係者：全委員、外部関係者、一般参加者

事前準備：登壇者への依頼

当日準備：拡声器

タイムテーブル： １１：４０（開始１０分前） 会場内に広報（拡声器・ＦＭ放送）

１１：５０ 開始

50 閉会式開始 （司会 金子庶務部長）
51 訓練講評 （消防署責任者）
60 委員長挨拶 （金子委員長）
05 閉会宣言 （司会）

内容： ・アンケート回収のお願い

・訓練講評は、消防署責任者に依頼

・散会時に委員スタッフから腕章回収

２３．アンケート回収

実施体制：庶務部（受付担当スタッフ）、手の空いている委員 現場責任：河野

関係者：－

事前準備：アンケート用紙、筆記用具（ペン）、回収箱

当日準備：粗品用カロリーメイト

本部机をカレー炊き出し配布周辺へ設置、30本ペン（購入）

タイムテーブル： 開会式時に配布。適時、帰るときに回収

内容：
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５．各プログラム詳細

９９．雨天時対応について

実施体制：事務局、雨天時中止プログラム担当スタッフ 現場責任： 土田（事務局）

関係者：－

事前準備： 佐藤氏防災講演

当日準備：

場所：体育館または図書室

タイムテーブル： ～８：００ 雨天時対応を意思決定（委員長）

８：３０～９：００ 機材準備・設置

９：２０～９：５０ 開会式

～１０：５０ 適宜実施

１０：５０～１１：００ 閉会式

内容： ・詳細要検討
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６．諸注意事項

・運営委員各位は、当日８：３０までに来校し、校庭本部テントにて受付願います

・８：３０より本部前にて、各部で訓練についての簡単な事前打ち合わせを行います

・事前に指定された資材搬入車輌以外、自家用車での来場はできません。駐車許可票は本部庶務部。

・自転車/バイクは正門側より来校し、指定場所（正門側）へ駐輪してください（西門側には置けません）

・雨天決行しますので、濡れても構わないよう各自にてご準備願います

・校舎内は完全禁煙です

・トイレは体育館内を利用してください

・ミニＦＭ放送を行いますので、可能な方はＦＭラジオを持参ください。また、アマチュア無線機をお持ちの方が
いらっしゃいましたら、本部テント横非常通信訓練スタッフまでお声かけください。当日は関係者連絡に使用しま
す。

・例年一般参加者は約１００名を想定していますが、実際の災害時には想定以上の被災者が避難所に来所さ
れることと思われます。本年度は約４５００世帯の住民向け広報に加えて、当日サイレン吹鳴と消防団車両によ
るスピーカー広報を 実施するためより多くなる可能性があります。

災害時訓練として、多くの一般参加者に現場対応できるようにご協力ください。
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７．地域防災拠点運営委員会設置要綱

元石川小学校防災拠点運営委員会設置要綱

（目的及び設置）第１条 災害時において、防災拠点・避難場所としての適正な管理運営を図るため、横浜市立元石川小学校に防災拠点運営委員会

（以下「運営委員会」という。）を設置する。

（所轄事務） 第２条 運営委員会は、次の各号に掲げる事項について協議し、防災拠点の円滑な運営を図るものとする。

（１）防災拠点の管理運営に関すること

（２）避難・誘導に関すること

（３）情報の受伝達に関すること

（４）飲食物、生活用品、救援物資等の集配・調整に関すること

（５）救護・防疫活動に関すること

（６）福祉活動に関すること

（７）その他必要な事項

（組織） 第３条 運営委員会は、別表に掲げる委員をもって構成する。

２ 運営委員会に、必要な部会を設けることができる。

（役員等） 第４条 運営委員会に、次の役員を置く。

（１）会長 １名 （２）副会長 ４名

２ 会長は、各自治会の持ち回り担当とする。

３ 役員の任期は１期２年とする。ただし、今期は設立年度であるため、平成８年３月３１日までを任期とする。

４ 会長は、運営委員会を代表し、会務を総理する。

５ 副会長は、会長を補佐し、会長が欠けたとき、または会長に事故がある時には、その職務を代行する。

（会議） 第５条 運営委員会の会議は、会長が必要と認めた時に召集し、会長がその議長となる。

（事務局） 第６条 運営委員会の事務局は、元石川小学校に置く。

２ 事務処理は、青葉区役所が行う。

（委任） 第７条 この要綱に定めるもののほか、運営委員会の運恵に関し必要な事項は、会長が定める。

（その他） 第８条 やむを得ない場合は、美しが丘西地区センターを一時的な避難場所とすることができる。

附則 この要綱は、平成７年８月２９日から施行する。
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８．委員会各部の役割

庶務部

○地域防災拠点運営委員会の本部、事務局の開設

○利用施設の確保、組織委員の参集の確認

○地域防災拠点全体の調整

○災害対策部署との連絡

青葉区災害対策本部（９７８－２２１０）

青葉区消防署 本部（９７４－０１１９）

水道局緑青葉地域サービスセンター（９３３－３７４１）

情報処理部

○被災者への情報提供

○被害状況の把握

○避難所生活の使用場所の割振り等

○被災者名簿の作成、管理

○ボランティアに関すること

救護部

○要介護者等の把握、救護活動

○保健室及び介護室の開設

○災害時地域医療救護拠点チームの活動支援

○トイレ、ごみの処理、管理

○施設内の防疫管理

食料物資部

○水、食料等支援物資の配布、管理

○高架水槽、プール等の生活用水の点検

○備蓄用品の把握、管理

○自炊調理等の援助
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９．地域防災拠点備蓄品一覧


